
先進医療技術の料金 

 

先進医療技術名 料金（税込） 

タイムラプス撮像法による受精卵・胚培養（タイムラプス） 33,000 円 

子宮内膜受容能検査２（ERPeak） 108,570 円 

子宮内細菌叢検査２（子宮内膜フローラ） 44,000 円 

膜構造を用いた生理学的精子選択術 27500 円 

ヒアルロン酸を用いた生理学的選択術（PICSI） 22,000 円 

β2GPI ネオセルフ抗体検査 38,500 円 

 

タイムラプスインキュベーターについて 

通常のインキュベーターでは胚の発育の状態を観察する際にインキュベーターの外に胚を取り出して

観察します。その際、胚は外気と触れ合うことになり、光への暴露、温度変化、pH変化を受ける為、

成長に少なからず影響を及ぼす可能性がありました。 

タイムラプスインキュベーターは、胚をインキュベーターの外に出すことなく観察することが可能で、

外気に触れることによる胚への負担を大きく軽減します。また胚を一定時間ごとにカメラで自動撮影し、

分割の様子などを動画のように観察できる培養器です。 

 

 

ERPeak 検査とは 

子宮内膜が胚を受け入れる期間は限られており、その期間を着床の窓と呼んでいます。 

この開始時期、期間には個人差があり、着床の窓のずれを遺伝子解析により検出する検査です。 

 

 

子宮内膜フローラ検査とは 

膣内および子宮内にはラクトバシラス (乳酸桿菌) が常在しており、他の細菌の繁殖を抑えています。

ラクトバシラスが少ないと体外受精での妊娠率が低下することが明らかになっており、子宮内膜フロー

ラ検査はラクトバシラスの割合を調べる検査です。 

 



膜構造を用いた生理学的精子選択術とは 

精液中には、良好運動精子の他に死滅精子や白血球等の細胞が含まれています。運動良好精子を回収す

るために遠心分離およびスイムアップ法（直進性の高い精子を回収する方法）を実施しています。しか

し、これらの方法では遠心処理による精子へのダメージによって、精子 DNA に損傷を与える可能性が

ありました。膜構造を用いた生理学的精子選択術は、遠心分離を行うことなく良好運動精子を回収する

方法です。 

 

ヒアルロン酸を用いた生理学的精子選択術（PICSI）とは 

卵子の膜にはヒアルロン酸が含まれており、DNA の損傷の少ない正常な成熟精子はヒアルロン酸と結

合する性質を持っています。PICSI は、ヒアルロン酸への結合能を利用して、成熟した精子を選択して

ICSI（顕微授精）を行う技術です。 

 

 

β2GPIネオセルフ抗体検査 

ネオセルフ抗体は自己の細胞の構成成分に対する抗体（自己抗体）で、近年不妊症や不育症の原因とな

ることがわかりました。不妊症患者の約 2 割、反復着床不全や子宮内膜症患者の約 3 割、不育症患者の

約 2 割でこの抗体が陽性になることが知られています。 

ネオセルフ抗体陽性患者に抗血小板療法（バイアスピリン内服）を行うと、不妊症患者で着床率が 21.1%

から 52.6%に、不育症患者で生児獲得率が 50%から 87.3%に改善したことが報告されています（現在の

ところ不育症が先進医療の適応として認められています）。 

 



 



 

 

 

 

 



ERPeak について 

 

子宮内膜が胚の着床を受け入れられる状態にある短い期間のことを「着床の窓」といい、子宮内膜の遺

伝子発現パターンを用いて着床の窓を推測できるようになり、2011 年にスペイン Igenomics 社が子宮

内膜受容能検査(ERA)を開発しました。その後アメリカの Cooper Surgical 社の ERPeak℠検査は着床の

窓の鍵となる 48 の遺伝子に的を絞ることで、ノイズが少なくなり、診断精度向上を期待でき、実際に

再検査率が低いとされています。反復着床不全患者において胚移植の時期を最適化することで妊娠率が

最大 73%まで有意に改善しています(Ruiz-Alonso M et al. Fertil Steril. 2013;100:818–824) 

 

 

（参考資料提供：オリジオ・ジャパン株式会社） 

 

 

 



 



 
 

         

                                                                     

                      
                                               
                                         

                                
                                            
                                       
                                           
                              

           
            

                     
                     
                   

          

                                   
                    
                            
                    

                             

        

         

                      

    

                   

                                  
                

    

    

   

    

    

   

 

  

  

  

  

   

           

   

    
     

       

                           

    
    

      

                                             
                             

                                         
       
                
             


